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― 個体における記憶のメカニズムの組織マネジメントへの含意 ― 
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The purpose of this article is to obtain interdisciplinary implications about organizational memory 
from individual memory research in the natural sciences such as neuroscience and social science and 
management theories.  The concept of “memory” is analyzed in comparison with mind, learning and 
memoir/ memorandum/ memorial followed by summaries of categories of memories as defined in 
studies of memory in natural science.  Also the managerial efforts of two Japanese companies to 
strengthen organizational memory are introduced.  Then the concept of organizational knowledge is 
clarified after reviews of literature about social knowledge and collective knowledge.  Finally, the 
mechanism of individual memory is summarized to clarify potential applications to practical 
management in business affairs. 
 















＊ 早稲田大学大学院商学研究科 教授 
＊＊ 早稲田大学先端科学・健康医療融合研究機構 准教授 
































 1 ．用語の定義 
本節においては、本稿で取り上げる記憶の性質について論を進めるにあたり、用語の定義を行う。最
初に、memory と remembering を mind との差異と近接性において理解し、次に、learning との関連
において捉える。最後に、記憶と記録・記念との関係を整理する。 
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心理学者のバートレット（Bartlett, F. C. 1932）、社会学者のミツタル（Misztal, B. A. 2003）などは、
記憶の研究に際し remembering の用語を使用している6。 
しかし、これらの言葉の生成の歴史をたどってみると、memory も remembering も用語としては、










語源とする語に re- がついた言葉であり、「memory とし
て mind に留めさせる・留める」作用である。 
マインド（mind）も、メモリーやリメンバリングと同じく men- から派生しており、この言葉のもっ
とも古い意味は memory そのものである。例えば、bear in mind/keep in mind（心に留め、覚えてい
る）や time out of mind（人の記憶にないほどはるか昔）といった現代英語の中に「記憶」の意味合い
が残っている。“Never mind.”は、直訳すれば「気になることを覚えないでおけ」という意味である。
「思い出させる」を意味するリマインド（remind）も mind に「再び」を意味する接頭語 re- がついた
ものであることは説明を要しまい。 
以上、memory、remembering、mind は、少しずつ守備範囲違うものの、いずれも men- を共通の
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 2 ．自然科学における個体の記憶 

















 2 ．2 個体における記憶の分類とメカニズム 
個体の記憶を分類する場合、処理過程に従った分類、時間経過に沿った分類、およびその内容による
分類が可能である。 







上記の 3 つの段階は、それぞれの過程で寄与するメカニズムなどが異なると想定されている。 
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種   類 説       明 
短期記憶 
（short-term memory; STM）





























─   ─ 73
表３ 長期記憶の分類と内容 
長期記憶の分類項目 内     容 
宣言記憶（陳述記憶） 





























 3 ．記憶の本体と可塑性 













過程 a 過程 b
可塑性がない場合
過程 c 過程 d
図５ 可塑性の概念 
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あるように、例えばある物質を指で押す場面を想定してみたい12。可塑性がある物質の場合には、外力
を加えている過程（過程 a）で生じた「変化（物質のくぼみ）」が外力を取り去る過程（過程 b）の後



























可能となる。すなわち、ひとつひとつの神経細胞がもつ要素情報には「 0 か 1 か」のような単純な情報
しか含まれないことが多いのであるが、シナプス部もしくはその付近での情報伝達を調節する様々な要
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ここで、熟練や熟達は「からだで覚える15」ことであり、個人の記憶の分類の中では非宣言記憶

























 5 ．組織マネジメントへの応用 
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事例１ カゴメ株式会社 
企業概要 東証 1 部上場の製造業（食品）。従業員数は単独で約1,500人、連結で約2,000人、売上高約 
2000億円規模（2007年 3 月末）である。 














企業概要 東証 1 部上場の製造業（電器）。従業員数は単独で約 5 万人、連結で約30万人、売上高約 5 兆
円規模（2007年 3 月末）である。 


















 6 ．まとめと展望 
個体であれ組織であれ、「生きている」ことと「持続」は近似する概念である。個人にとっても組
織にとっても、「持続」こそが自己同一性の源泉となり、それであって初めて持続性のある競合優位











これらは、歴史的には、「脳の形をみる」ための装置として、レントゲン（Röntgen, W. C.）が X 線
画像化装置を開発した。これがよく知られるレントゲン写真である。その後、ハンスフィールド
（Hounsfield, G.）によって身体の断面が見られる X 線 CT 装置が発明された。さらに、X 線 CT 装置17
が X 線を利用するのに対して、磁気を利用した断層画像撮影装置 MRI18 が開発された。これらの画像
化装置は、さらに発展し、PET19 や fMRI20 といった「脳の働きをみる」ためのポテンシャルを持つま
でになったことを受け、「こころ」や「感情」の問題も最先端のサイエンスによって真剣に取り扱われ
るようになってきた（石川・渡辺、2004）。そして、「記憶」とは何であるかを考えるとき、memory と
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融合」にあった。 












Bartlett, F.C. (1932). Remembering: A Study in Experimental and Social Psychology. Cambridge Univ. Press.
（『想起の心理学』（宇津木保、辻正三 訳）誠信書房） 
ベルグソン、アンリ、（1966）『ベルグソン全集〈第 4 〉創造的進化』（松浪信三郎＋高橋允昭 訳）白水社  
Croasdell, D. T. (2001)“Learning organizations: its role in organizational memory and learning”, Information 
Systems Management, 18 (1), 1-4. 





Festinger, L. (1957) A Theory of Cognitive Dissonance, Stanford University Press.（『認知的不協和の理論 社会
心理学序説』（末永俊郎 訳）誠信書房） 
Halbwachs, M. (1992). On Collective Memory (Heritage of Sociology). Coser, Lewis A. Edition, The University of 
Chicago Press.  
アルヴァックス、モリス（1989）『集合的記憶』（小関藤一郎 訳）行路社  
石川幹人、渡辺恒夫（2004）『入門・マインドサイエンスの思想－心の科学をめぐる現代哲学の論争』 新曜社 
金子邦彦（2003）『生命とは何か－複雑系生命論序説』東京大学出版会 
呉 茂一（1956）『ギリシャ神話 上巻・下巻』 新潮社 
塩沢由典（1997）『複雑系経済学入門 』 生産性出版 
荻野昌弘（2001）「1920-50年代のフランス社会学」『社会学史研究』23 
http://wwwsoc.nii.ac.jp/jashs/s2000/2000ogino.html 
田所作太郎（1995）『抗痴呆薬の探求』星和書店 松澤大樹（2003）『目で見る脳とこころ』 NHK 出版 
McGaugh, J.L. (2000). “Memory-a Century of Consolidation” Science, 287, 248-251. 
Misztal B.A. (2003). “Durkheim on Collective Memory.” Journal of Classical Sociology, 3 (2), 123-143.  
Misztal B.A. (2003) Theories of Social Remembering. Maidenhead: Open University 
野中郁次郎、竹内弘高（1996）『知識創造企業』、梅本勝博 訳、東洋経済新報社 
Peigneux, P. et. al. (2004). “Are spatial memories strengthened in the human hippocampus during slow wave 
sleep?” Neuron, 44, 535-545. 
Senge, P.M. (1990) The Fifth Discipline: the Art and Practice of the Learning Organization, Doubleday  
Schacter, D. L. (2001) How the Mind Forgets and Remembers: The Seven Sins of Memory, Houghton Mifflin Co. 
Squire, L.R. (2004). “Memory system of the brain: A brief history and current perspective.” Neurobiology of 
Learning and Memory, 82, 171-177. 
─   ─ 83
杉浦正和（2007）『組織・人材マネジメントを理解するためのキーワード125』 東京図書出版会 
辻岡勝美（2002）「X 線 CT 装置の歴史－過去、現在、そして未来－」『日本放射線技術学会雑誌』58 (1)、67-71 
Tulving, E., Donaldson, W. (1972) Organization of memory. Academic Press. 
Walsh, J., Ungson, R. (1991). “Organizational memory. Academy of Management.” The Academy of Management 
Review, 16 (1), 57-91. 




位を持つこと。センゲ（Senge, P. M.）の“The Fifth Discipline”等によって広まった。 










直接読み書きできる RAM や ROM などの半導体記憶装置のことを意味する場合がほとんどである」とされる
（『IT 用語辞典 e-Words』http://e-words.jp/w/E383A1E383A2E383AA.html）。 
5 1946年、イギリスのウィリアムス（Williams, F.）とキルバーン（Kilburn, T.）は、CRT をメモリとして使用
し、 1 ビットのメモリとして動作させることに成功した。同年アメリカのモークリー（Mauchly, J. W.）とエッ
カート（Eckert J. P.）は真空管を使った世界で最初の電子計算機 ENIAC を完成した。 
6 バートレットの著書においては remembering は「想起」と訳される。 




8 同じ語根を持つ promnesia は、既視感（déjà vu）の科学的正式名称である。 














13 coherence は、「共に」をあらわす接頭語 com- に、“stick”を意味するラテン語 hærere があわさった名詞 
cohærens を語源とする。 
14 ここで、一方、solidality は、“whole”をあらわすギリシャ語の sol- と関係し、“firm, whole, entire”を意味す
るラテン語の solidus からきている。 
15 「からだで覚える」ものも含めて、記憶は脳で作られる。 






18 Magnetic Resonance Imaging の略。人体はほとんどが水素、炭素、酸素でできており、特に水素原子核は磁気
を帯びている。MRI はこの原理を利用して、人体内の水素原子核の磁性を画像化するものである。 





20 functional Magnetic Resonance Imaginag の略。MRI が静止画像の撮影に利用するのに対し、処理速度を向上
させ、脳活動などの機能的（functional）な面をモニタリングにする為に開発された。PET などとは異なり、体
内に放射性物質や造影剤等を注入することなく神経活動の画像化が可能となる等の利点がある。 
 
 
 
